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３大学連携研究支援費に係る研究会活動結果 
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研究会活

動の概要 

 

 

本研究会は、医療看護，および介護現場のスタッフとユビキタス

技術の研究者の意見交換により、医療看護，介護の現場のニーズ

とこういったユビキタス技術をはじめとするシーズのマッチン

グの機会を提供し，多忙な現場スタッフの業務を支援してその負

担を軽減し，より高い医療介護，看護の質を実現するためのシス

テムについての研究，開発を促進する場を提供する． 
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研究会活

動の背景 
 

医療看護，あるいは介護の業務では，スタッフにあらかじめアサ

インされた業務以外に，患者の急変，コールなど様々な割り込み

で頻繁な業務転換が発生し，それがいわゆるヒヤリハットの原因

となることが多い．近年のセンサーネットワークをはじめとする

ユビキタス技術の進展により，人の状況を認識して必要とされる

サービスを提供する，コンテキストアウェアサービスの実用化が

進んでいる．この技術を用いれば現場において，頻繁に業務転換

が起こる状況下で割り込みが発生した時点でのスタッフの状況

を記録しておき，割り込み処理の後に何をどこまで実施していた

のかを情報提示することで，例えば安全確認の抜けといった事故

の芽を摘むことが期待される．代表の桑原は太田，金井，前田ら

とそういった技術の研究開発を進めてきた（図1）．  

上記のような現場のスタッフの業務遂行を支援する技術のほ

かに，西田，岩脇らはユビキタスシステムを用い，障害者や高齢

者に有効な情報提供や安全確保ができるように支援するプログ

ラムを研究してきた（図2）．芳田はモーションキャプチャなど

を用い，入浴介助などスタッフの身体に負担のかかる業務での行

動を分析して，腰など特定の部位に負荷が集中しない正しい動作

を行っているかを検証可能な技術の蓄積を進めてきた（図3）．

さらに仲井は腰などに故障を有する医療スタッフに対して，十分

な強度を有しながら軽量で快適な補助装具を開発するためのコ

ンポジットマテリアルの加工技術の研究を行ってきた． 

一方，患者のQOL向上の観点から，桑原はユビキタス，コンテ

キストアウェア技術を在宅認知症患者の遠隔介護支援システム

に適用し実績を重ねている（図4）．また吉冨は音楽療法用の楽

曲支援システムや表情の識別技術を研究しており，遠隔支援技術

との融合で，患者のより良いQOLの実現が期待できる． 

以上のような研究実績を有する研究者がコラボレーションす

ることで，医療看護，および介護の分野での包括的な工学的支援

システムの実現が期待される． 
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図1 看護師の自動行動計測の研究 

 

車いす移動困難な場所を発見すると，
その場でその情報を携帯から入力．
車いす移動困難な場所を発見すると，
その場でその情報を携帯から入力．

 
図2 バリアフリー情報収集システムの研究 

 

 

図3 介護士の入浴介助動作の解析の研究 
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図4 高齢者の対話支援システムの研究 
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研究会活

動の進捗

状況と結

果 
 
 
 

9月末にキックオフミーティングを開催して以来，下記に示すよ

うに密に議論を重ね，また各メンバーが学会などで積極的に医療

現場でのユビキタス技術の利活用をアピールしてきた．結果，非

常に短期間にお互いの得意分野を生かす形で競争的資金への応

募につなげることができたと考えている． 

具体的には，桑原，太田，金井，前田は東京有明医療大学の看

護実習室にセンサーネットワークを構築し，加速度センサ，位置

センサ，またRFIDタグを用いた看護師の行動識別技術についての

検討を進めてきた．またそれを看護教育に応用するシステムの，

その基本設計を行い，その研究開発についてまとめて競争的研究

資金に応募した．桑原，西田，岩脇は，加速度センサなどによる

行動識別技術を車いす利用者の状況識別に応用し，バリアフリー

情報を自動的に収集するシステムの検討を進め，その基本設計を

行い，その研究開発についてまとめ競争的研究資金に応募した．

桑原，芳田は関西圏で広域に展開している高齢者介護施設グルー

プの協力を得て，介護士の動作解析や入居者の遠隔支援について

の研究を実施している．さらに桑原，吉冨は京都工芸繊維大学で

3月19日，20日に開催されたHI学会研究会，認知症セミナーでそ

れぞれ，遠隔支援システムと音楽療法支援システムについての研

究成果の発表を行い，また吉冨の表情識別システムの認知症者の

介護への応用についての議論を行った． 

 

今後の共

同研究の

見通し・

予定 
 

応募中の競争的研究資金が獲得できた場合には，それを研究会の

コアプロジェクトとして，今年度と同様のフォーメーションで推

進していく予定である．また今回応募した競争的研究資金が獲得

できなかった場合でも，今年度と同様，研究会活動を継続して，

次年度に何らかの競争的資金が獲得できるように努める予定で

ある． 
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